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ご 

挨 

拶

　
平
素
は
祇
園
祭
函
谷
鉾
の
保
存
伝
承
に
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
保
存
会
は
昭
和
四
十
一
年
に
財
団
法
人
化
、

一
昨
年
の
公
益
財
団
法
人
化
を
経
て
、お
陰
さ
ま
で

本
年
め
で
た
く
財
団
法
人
設
立
五
十
周
年
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。

　
五
十
年
の
節
目
の
記
念
事
業
と
し
て
、か
ね
て
よ
り

準
備
計
画
し
て
お
り
ま
し
た
鉾
内
部
天
井
幕
の
新
調

を「
あ
す
の
函
谷
鉾
を
つ
く
る
会
」の
全
面
的
な
ご
支

援
に
よ
り
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

「
長
寿
を
も
た
ら
す
夜
明
け
の
吉
兆
鶴
」の
呼
称
に

て
五
十
周
年
記
念
式
典
で
華
々
し
く
ご
披
露
さ
せ
て

い
た
だ
き
、感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
本
年
の
お
祭
り
か
ら
披
露
い
た
し
ま
す
の
で
、是
非

と
も
お
越
し
の
う
え
拝
観
し
て
実
物
を
ご
覧
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
今
後
と
も
素
晴
ら
し
い
函
谷
鉾
の
祇
園
祭
に
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
八
年
七
月
一
日

  

公
益
財
団
法
人

    

函
谷
鉾
保
存
会

　   

理
事
長
　
岡
本
　
正
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函
谷
鉾
は
四
条
通
烏
丸
西
入
の
函
谷
鉾
町
の

鉾
で
、応
仁
の
乱（一四
六
七
年
〜一四
七
七
年
）以
前

に
起
源
を
も
ち
、く
じ
取
ら
ず
の
鉾
と
し
て
長
刀
鉾

に
次
い
で
第
二
番
目
に
巡
行
す
る
。

　
鉾
の
名
は
、中
国
の
戦
国
時
代
に
斉
の
孟
嘗
君

（
も
う
し
ょ
う
く
ん
）が
函
谷
関
で
、家
来
に
鶏
の
鳴
き

声
を
ま
ね
さ
せ
て
関
門
を
開
か
せ
難
を
逃
れ
た
と
言

う
故
事
に
ち
な
ん
で
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
鉾
頭
の
三
日
月
と
山
形
は
山
中
の
闇
を
あ
ら
わ

し
、真
木
の
上
端
近
く
に
は
孟
嘗
君
、そ
の
下
に
雌

雄（
し
ゆ
う
）の
鶏
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

　
鉾
を
飾
る
工
芸
品
、染
織
品
の
主
な
も
の
は
、屋

根
軒
裏
絵
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
今
尾
景
年
筆（一八

四
五
〜一九
二
四
）の「
鶏
鴉
図
」を
は
じ
め
、前
懸
は

旧
約
聖
書
創
世
記
の
説
話「
イ
サ
ク
に
水
を
供
す
る

リ
ベ
カ
」を
題
材
に
し
た
十
六
世
紀
の
毛
織
物（
ゴ
ブ

ラ
ン
織
）で
重
要
文
化
財
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
が
あ
る
。

こ
の
他
見
送
り
は
古
く
弘
法
大
師
筆
と
伝
え
ら
れ
て

い
る「
金
剛
界
礼
懺
文
」（
こ
ん
ご
う
か
い
ら
い
さ
ん

も
ん
）と
、 

天
保
十
年（一八
三
九
）に
こ
れ
を
模
織
し

た
紺
地
に
金
文
字
の
西
陣
織
の
文
字
見
送
り
が
、

水
引
は
山
鹿
清
華
筆（
一八
八
五
〜一
九
八一
）の

「
群
鶏
草
花
図
」（
ぐ
ん
け
い
そ
う
か
ず
）、胴
掛

け
は「
梅
に
虎
文
」を
織
り
出
し
た
十
七
世
紀
李

氏
朝
鮮
絨
毯
、「
赤
地
花
唐
草
文
」ペ
ル
シ
ャ
絨

毯
、「
玉
取
獅
子
文
」中
国
絨
毯
の
三
種
類
が
あ

る
。近
年
の
も
の
と
し
て
は
、皆
川
泰
蔵
作
前
掛

「
モ
ン・サ
ン・ミ
ッ
シ
ェ
ル
」、見
送
り「
エ
ジ
プ
ト

天
空
図
」や
文
化
勲
章
受
章
者
、蓮
田
修
五
郎
作

の「
梅
と
鶯
」の
金
銅
浮
彫
の
欄
縁
金
具
が
あ
る
。

　
ま
た
、平
成
十
七
年
至
宝
で
あ
る
ゴ
ブ
ラ
ン
織

前
掛
の
復
元
新
調
を
し
て
い
る
。

函
谷
鉾
の
由
来
と
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株式会社  高 茂
（781） 7905

㈱明治特約店  井辻牧場
左・岩倉花園町247番地

谷口健建築事務所 TAO
http://kenarchitect.web.fc2.com/
MAIL：kent1@violin.ocn.ne.jp

（583） 5830

株式会社 京都カネヨシ
貸しおしぼりクリーニング

山・川田清水焼団地町12-1
（956） 4131

京阪リース株式会社
建築機械レンタル・販売・修理

京都府長岡京市神足拾弐5番地の1
0771 （22） 9090

OKAMURA工房株式会社
京都府亀岡市追分町馬場通24番地4

（551） 4400
東・祇園町南側570-8
（525） 6665

下・綾小路通高倉南西角神明町230-2
（351） 1881

東・八坂新地末吉町95-53
（501） 3587

京都府亀岡市大井町南金岐重見70番地

今しか出来ない未来がある

0120 （342） 211

　
続
い
て
、ご
来
賓
を
代
表
し
八
坂
神
社
宮
司
森
壽

雄
様
、（
公
財
）祇
園
祭
山
鉾
連
合
会
理
事
長
岸
本

吉
博
様
か
ら
丁
重
な
ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　
五
十
周
年
記
念
事
業
報
告
で
は
、鉾
内
部
天
井

を
飾
る
天
井
幕「
長
寿
を
も
た
ら
す
夜
明
け
の
吉
兆

鶴
」の
新
調
経
緯
の
紹
介
が
あ
り
、本
記
念
事
業
に

多
大
な
ご
支
援
を
頂
い
た「
あ
す
の
函
谷
鉾
を
つ
く

る
会
」松
原
節
生
会
長
、天
井
幕
の
製
作
を
請
け
負

っ
て
頂
い
た
川
島
織
物
セ
ル
コ
ン
㈱
代
表
取
締
役
山

口
進
様
に
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
天
井
幕
に
つ
い
て
は
、京
都
の
縫
匠 

樹
田
紅
陽
様

よ
り
詳
細
な
解
説
が
な
さ
れ
、会
場
内
は
感
嘆
の
声

が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

公
益
財
団
法
人
函
谷
鉾
保
存
会

設
立
五
十
周
年
記
念
式
典
並
び
に
祝
宴
開
催

 

昭
和
四
十一年（
１
９
６
６
）四
月
に
財
団
法
人
と
し

て
設
立
さ
れ
た
函
谷
鉾
保
存
会
は
、平
成
二
十
六
年

公
益
財
団
法
人
化
を
経
て
本
年
設
立
五
十
周
年
を

迎
え
、去
る
五
月
二
十
日
、来
賓
、お
祭
り
関
係
者
で

記
念
式
典
、祝
宴
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
は
、歴
代
理
事
長
を
は
じ
め
多
く
の
お
祭
り

関
係
物
故
者
に
哀
悼
の
黙
祷
を
さ
さ
げ
た
後
、保
存

会
岡
本
正
理
事
長
か
ら
今
日
ま
で
多
大
な
ご
支
援

を
頂
い
た
皆
様
に
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
、現
在
鉾
町

内
の
住
民
は
ゼ
ロ
で
あ
り
、今
後
は
町
内
企
業（
運
営

協
力
会
）各
社
と
通
い
町
衆
制
度（
伝
承
委
員
）を

採
用
し
、お
祭
り
の
維
持
、継
承
を
誓
う
と
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。
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内祝（御結婚・御出産・御入学・褒賞・快気祝）
記念品製作（各種ノベルティー・タオル・うちわ・日本手拭い・防災グッズ他）
御中元・御歳暮（各種食料品・産地直販他）
仏事（法事・年忌・お通夜・告別式・粗供養品）
京みやげ（京都府認定創業100年以上の老舗逸品詰合せ）

贈り物
なら
伊藤屋

　
保
存
会
稲
盛
豊
実
副
理
事
長
の
挨
拶
で
始
ま
っ
た
祝
宴

は
、囃
子
方（
嘉
多
丸
会
）に
よ
り
四
十
曲
余
り
の
中
か
ら
天

井
幕
と
同
じ
く
新
調
さ
れ
た
鉦
に
因
ん
だ「
鶴
」と「
初
音
」の

函
谷
鉾
祇
園
囃
子
が
囃
さ
れ
、会
場
内
は
一
足
早
い
祇
園
祭

と
な
り
ま
し
た
。金
色
に
輝
く
真
新
し
い
鉦
の
製
造
に
携
わ
れ

た
南
條
工
房
か
ら
は
、製
造
工
程
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
祝
宴
は
ご
来
賓
と
役
員
に
よ
り「
よ
い
し
ょ
、よ
い
し
ょ
、よ

い
し
ょ
」の
掛
け
声
で
鏡
開
き
が
行
わ
れ
、西
陣
織
物
工
業
組

合
渡
邊
隆
夫
理
事
長
の
ご
発
声
に
よ
る
乾
杯
で
始
ま
り
、五

十
年
の
節
目
に
相
応
し
い
和
や
か
で
、慶
び
に
溢
れ
た
懇
親
の

場
は
時
を
忘
れ
、こ
れ
か
ら
の
五
十
年
、百
年
先
を
見
据
え
る

保
存
会
の
新
た
な
巡
行
と
な
り
歓
談
の
輪
が
遅
く
迄
続
き
ま

し
た
。

　
中
締
め
は
、保
存
会
松
宮
益

太
郎
副
理
事
長
か
ら
、念
願
で

あ
っ
た
天
井
幕
の
新
調
に
よ
り

今
年
の
お
祭
り
が
充
実
す
る
事

や
感
謝
の
言
葉
で
お
開
き
と
な

り
ま
し
た
。

　
天
に
鳴
声
が
届
き
天
上
界
と
通
じ

る
鳥
と
さ
れ
る「
鶴
」は
、天
井
幕
に

相
応
し
く
、函
谷
鉾
の
お
囃
子
の
曲

名
に
も
登
場
す
る
馴
染
み
の
鳥
で

す
。お
囃
子
の「
鶴
」は
、「
朝
日
」に

続
く
こ
と
か
ら
、夜
明
け
を
も
た
ら

す
鶴
と
し
て
孟
嘗
君
の
故
事
を
想
起

さ
せ
ま
す
。ま
た
妻
板
飾
に
施
さ
れ

た
林
和
靖（
り
ん
な
せ
い
）の
愛
で
た

鶴
や
、虹
梁
の
鶴
の
飾
金
具
と
調
和

す
る
図
柄
と
な
り
ま
す
。

　
本
作
は
京
都
で
活
躍
し
た
画
家
の

作
品
か
ら
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
の

狩
野
探
幽
作
と
さ
れ
る「
飛
鶴
図
」

を
元
に
製
作
し
ま
し
た
。「
飛
鶴
図
」

は
、後
世
の
画
家
達
が
手
本
と
し
た

中
国
明
時
代
の
画
家
、文
正
の「
鳴

鶴
図
」の
忠
実
な
模
写
で
す
。探
幽
の

緻
密
な
描
写
を
、高
純
度
の
本
金
箔

の
紋
織
地
に
刺
繍
の
肉
盛
で
立
体
的

に
写
実
的
に
表
現
し
ま
し
た
。

　
財
団
法
人
設
立
50
周
年
を
節
目

に
製
作
し
た
、長
寿
の
象
徴
で
あ
る

鶴
の
天
井
幕
は
、鉾
の
伝
承
が
末
永

く
続
く
こ
と
を
祈
念
し
た
懸
装
品
で

あ
り
、函
谷
鉾
で
し
か
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
美
術
品
で
す
。

㈱
川
島
織
物
セ
ル
コ
ン

商
品
本
部  

美
術
工
芸
開
発

大
久
保 

幸
子  

解
説

新調の鉦

新
調
天
井
幕

  

『
長
寿
を
も
た
ら
す
夜
明
け
の
吉
兆
鶴
』

寸
法
　
幅
1
5
1
6
×
丈
2
3
4
6（㎜
）

財
団
法
人
設
立
五
十
周
年
記
念
事
業
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今西正二税理士事務所

〒611-0031
宇治市広野町茶屋裏38-3
（今西税経センタービル）
TEL 0774-44-6166（代）

今　西　正　二

保存会理事・監事・事務局

三役　車方三役　大工方三役　手伝い方運営協力会 （女性会）

運営協力会

囃子方　嘉多丸会曳き手お供車

伝承委員会

函
谷
鉾
を
支
え
る
人
々

当
鉾
は
多
く
の
人
達
に
よ
り

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
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八木厨房 検 索

八木庖丁 検 索

昭和45年「ゴブラン織り」が
文化庁より重要文化財に指定される

昭和45年ごろの町会所お祭り風景

昭和４９年（1974年）　山鉾巡行

昭和５９年、６０年鉾車輪 復元新調
（写真は昭和60年後輪）

平成8年
通い町衆の「伝承委員」を任命

平成１０年「モンサンミッシェル」前掛け新調平成10年（1998年）　山鉾巡行

平成13年八つ星メダリオン胴掛　復元新調

昭和49年６月　函谷鉾ビル竣工式

昭和５７年（1982年）
「あすの函谷鉾をつくる会」発足

冊子「函谷鉾」創刊号

函谷鉾 記念誌3刊

昭和41年（1966年）4月
財団法人函谷鉾保存会設立 50

年
の
あ
ゆ
み
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〒 6 0 4－8 8 7 1
京都市中京区千本三条角

TEL：（075）-811-4129
URL：http://www.meatshop-hiro.com/

北村善和税理士事務所

税理士

北 村 善 和

〒600-8222
京都市下京区北小路通
油小路東入文覚町369
TEL 075-341-7106

榎和哉税理士事務所

税理士

榎  和 哉

〒600-8304
京都市下京区新町通
花屋町上る艮町848

TEL 075-353-6116
FAX 075-371-4849

松永幸大税理士事務所

税理士

松永幸大

〒604-8436
京都市中京区西ノ京
下合町37レトロビルⅢ201号室

TEL 075（755）4172

〒 6 1 5－8 2 8 1

京都市西京区松尾木ノ曽町7-15

075-203-1021FAX
075-203-1020TEL

函谷鉾の構造

平成19年「石持ち」新調

平成２６年 京都産業大学文化部の学生が、
授業の一環として当鉾のお手伝い開始

平成19年西陣織物工業組合より
新調稚児衣装 寄贈される

平成１９年（2007年）山鉾巡行
「ゴブラン織」｢稚児衣装｣「石持ち」

新調品揃い踏みでの辻回し

保存会設立ごろの
鉾建て風景

平成19年の鉾建て

鉾頭

平成18年「ゴブラン織り」前掛け復元新調
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東 ・ 知恩院橋上る

（531） 8000

広東料理 ぎをん森幸
京都府亀岡市稗田野町芦ノ山流田1番地の4

0771（22） 0903

松園荘保津川亭
東・下河原通八坂鳥居前下る下河原町499

（532） 6666

㈱熊倉工務店
東・五条通東大路西入

伝統の食文化を伝えます。

株式会社 ナミカワ
南・大宮通八条下る3丁目東寺東門前町9

下・四条通室町東入函谷鉾町87
㈱セノン京都支社
警備業認定　東京都公安委員会30000471号

中・新京極通四条上ル中之町565
☎（256）8778

おいしいドーナツのお店

南 ・ 上鳥羽南鉾立町10番地

（662） 1811

くるま京都.COM
代表取締役　酒井克俊
右.西院安塚町35　協伸ビル

大阪市浪速区難波中１丁目12番5号
難波室町ビル2階
06（6631）6557

右 ・ 西院三蔵町１８

（311） 3621

鮨・割烹　おかげさまで70年

下 ・ 烏丸通仏光寺下ル
大政所町680-1　第八長谷ビルB1

（343） 3122

株式会社 三笑 やきとり　とりなべ
ちかおく

向日市寺戸町七ノ坪141
0120 （811） 157

㈱竹田工務店
南・東九条南石田町32番地の1

（406） 5561

ライジングジャパン ㈱
下・五坊大宮町80 ICHITARO大宮403

伏 ・ 醍醐鍵尾町11-2

（572） 8888

お墓の ㈱

（351） 0361

市川甚商事㈱
下・松原通堺町東入杉屋町287番地

0774 （65） 3944

太平洋輸送株式会社
京都府京田辺市草内橋折58番地

（933） 9318

㈲黒川造園土木
伏・羽束師菱川町628-1

（344） 4446

元木啓雄税理士事務所
下・七条通間之町東入材木町483

第二マスイビル4F

（855） 0777

patent management
La vita di me Co,. Itd

祇園祭 函 谷 鉾 協賛企業
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警備業認定　東京都公安委員会30000471号

中・新京極通四条上ル中之町565
☎（256）8778

おいしいドーナツのお店

南 ・ 上鳥羽南鉾立町10番地

（662） 1811

くるま京都.COM
代表取締役　酒井克俊
右.西院安塚町35　協伸ビル

大阪市浪速区難波中１丁目12番5号
難波室町ビル2階
06（6631）6557

右 ・ 西院三蔵町１８

（311） 3621

鮨・割烹　おかげさまで70年

下 ・ 烏丸通仏光寺下ル
大政所町680-1　第八長谷ビルB1

（343） 3122

株式会社 三笑 やきとり　とりなべ
ちかおく

向日市寺戸町七ノ坪141
0120 （811） 157

㈱竹田工務店
南・東九条南石田町32番地の1

（406） 5561

ライジングジャパン ㈱
下・五坊大宮町80 ICHITARO大宮403

伏 ・ 醍醐鍵尾町11-2

（572） 8888

お墓の ㈱

（351） 0361

市川甚商事㈱
下・松原通堺町東入杉屋町287番地

0774 （65） 3944

太平洋輸送株式会社
京都府京田辺市草内橋折58番地

（933） 9318

㈲黒川造園土木
伏・羽束師菱川町628-1

（344） 4446

元木啓雄税理士事務所
下・七条通間之町東入材木町483

第二マスイビル4F

（855） 0777

patent management
La vita di me Co,. Itd

祇園祭 函 谷 鉾 協賛企業



不動産測量　登記　境界確定　開発申請

山崎土地家屋調査士事務所
右 ・ 西院矢掛町33番地の2

（321） 1780

京都府久世郡久御山町佐山新開地30

精密機械製造

0774（48） 1281

株式会社シオガイ精機
南 ・ 久世上久世町83-1

内装仕上工事業

（924） 3737

モリタ建装株式会社

京都府木津川市山城町綺田浜76番地の2

0774（86） 2675

有限会社 山城自動車
京都府相楽郡精華町南稲八妻蔭山33

0774（94） 4759

森忠建設造園株式
会社

東 ・ 祇園四条上ル東側SAKIZO 縄手ビル4F

（551） 5633

GION BAR

南出高志
Owner

（332） 6883

京菓子司 洛西㈱松屋
西京区大原野上羽町359-2

（951） 0541

㈲植幸 田中造園
京都府長岡京市井ノ内南内畑54-1

（924） 4330

山下純平司法書士事務所
京都府向日市寺戸町梅ノ木10-11

（352） 3001

㈲トラスティーシステムズ
下・妙伝寺町720 光悦ビル4階C号室

075 （958） 2500

㈱東亜セイコー
京都府乙訓郡大山崎町下植野二階下13

（924） 2545

有限会社  リバーエイト
伏・羽束師古川町293

E-mail  re-1999@agate.plala.or.jp

綜合建設業

株式会社 ヤマダ
京都府綴喜郡井手町
大字井手小字玉ノ井12の1

TEL 0774（82）2815  FAX 0774（82）5215

平成28年度　「あすの函谷鉾をつくる会」　役員名簿

「あすの函谷鉾をつくる会」 会員及び広告協賛募集

（目　　的） 本会は函谷鉾及び同装飾品等の保存修理、新調並びに祇園祭
祭典執行を継続的に支援する事を目的とする

（会　　員） ・法人会員　年会費5口以上（1口￥10,000円）
・個人会員　年会費1口以上（　  　〃　  　）

（広告協賛） 協賛金に応じ函谷鉾冊子に広告を掲載

（特　　典） 拝観券、厄除けちまき券、記念品、冊子を贈呈致します
※送付は入金確認後7月上旬予定

※ご興味のある方は、郵便番号、ご住所、ご氏名、連絡先（電話番号）を
　ファックスにてご連絡下さい。次年度にご案内申し上げます。

函　谷　鉾　第35号

平成二十八年  六月発行
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